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　こんにちは。地域おこし協力隊 空き家担当の芦川です。
　来る 10 月 16 日㈰、初の試みとして、まちなかで空き家相談会を
開催します！ 従来は「空き家の所有者」を対象に相談会を開催して
きましたが、今回は「空き家の活用者」へ向けた相談会となってい
ます。実際に空き物件の活用をイメージできるような内覧や職人から
学べるＤＩＹワークショップを予定しています。
　また、吉田の “いちび” やマルシェも同時開催ですので、欲しい
モノや情報が手に入るかもしれません☆ 空き物件の活用を検討して
いる人、吉田の賑わいを体感したい人、ご家族やご友人とお越しく
ださい♪ 相談会の詳細は１５ページをご覧ください！
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昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
10
月
28
日
に
開
館
し
た
信
濃

川
大
河
津
資
料
館
の
来
館
者
数
が
、
令
和
4
年
9
月
15
日

に
１
０
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
資
料
館
を
含
め
た
大
河

津
分
水
の
利
活
用
を
燕
市
民
の
皆
さ
ん
が
推
し
進
め
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
信
濃
川
大
河
津
資
料
館
よ
り
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
印
象
深
い
出
来
事
は
、
平
成
14
年
4
月
の
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
令
和
3
年
に
開
催
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
す
。
か
つ
て
は
堰せ

き

の
操
作
室
と
同
じ
建
物

内
に
あ
っ
た
資
料
館
で
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
単

独
の
資
料
館
と
し
て
の
建
物
と
な
り
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
は

約
2
倍
に
、
講
演
会
な
ど
を
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
や
風
雨

を
気
に
せ
ず
大
河
津
分
水
を
眺
望
で
き
る
展
望
室
な
ど
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
展
望
室
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
プ
レ
ミ
ア
ム

ダ
イ
ニ
ン
グ
。
一
夜
限
り
で
資
料
館
4
階
展
望
室
が
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
に
大
変
身
し
、
大
河
津
分
水
を
眺
め
な
が
ら

大
河
津
分
水
の
恵
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し

い
内
容
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
燕
市
民
を
は
じ
め
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
場
所
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

燕
市
産
業
史
料
館
で
は
、
10
月
7
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈰

ま
で
「
松ま

つ

浦う
ら

靖や
す
し

世
界
の
ス
プ
ー
ン
展 

第
７
章 

〜
ス
プ
ー

ン
で
巡
る
世
界
紀
行
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

京
都
在
住
の
ス
プ
ー
ン
コ
レ
ク
タ
ー
松
浦
さ
ん
が
、
世

界
中
を
旅
し
て
出
会
っ
た
ス
プ
ー
ン
を
紹
介
す
る
展
覧
会

で
す
。
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
と
な
っ
て
い
る
ス
プ
ー
ン

は
「
踊
る
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
」
の
ブ
ロ
ン
ズ
が
特
徴
の
ポ
ン
ペ

イ
の
ス
ー
ベ
ニ
ア（
お
土
産
）ス
プ
ー
ン
で
す
。「
踊
る
フ
ァ

ウ
ヌ
ス
」と
は
、牧
神（
田
や
森
な
ど
大
地
を
守
る
神
）フ
ァ

ウ
ヌ
ス
の
躍
動
的
な
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
こ
と
で
す
。

　
「
踊
る
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
像
」
が
発
見
さ
れ
た
の
は
ポ
ン
ペ
イ

随
一
の
邸
宅
で
、
像
の
存
在
に
よ
り
「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
（
ギ
リ
シ
ア
風
の

文
化
）
彫
刻
の
傑
作
で
す
。
そ
の
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
が
モ
チ
ー

フ
の
こ
の
ス
プ
ー
ン
は
、
実
に
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
大
河
津
分
水
通
水
１
０
０
周
年
。「
越
後
平
野

の
守
り
神
」
と
も
い
わ
れ
る
分
水
路
は
、「
新
潟
の
フ
ァ

ウ
ヌ
ス
」
的
な
存
在
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス
プ
ー
ン
か
ら

読
み
取
れ
る
歴
史
や
文
化
、
世
界
中
の
暮
ら
し
の
姿
を
見

つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 「広報つばめ」だけでは物足りないあなたへお送りする「Web版カメラびゅう」
    https://www.city.tsubame.niigata.jp/keikaku/koho/2_1/index.html

●市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。

　

長
岡
市
中
之
島
の
大
庄
屋
の
32
代
目
を

継
い
だ
大お

お

竹た
け

貫か
ん

一い
ち

は
、
11
歳
で
長
善
館
に

入
門
し
、惕て

き

軒け
ん

に
学
ん
で
い
ま
す
。
村
議
、

県
議
を
経
て
明
治
27
年
に
34
歳
で
衆
議
院

議
員
に
初
当
選
し
ま
し
た
。
国
会
で
は
大

河
津
分
水
の
建
設
は
も
と
よ
り
、
納
税
額

に
関
係
な
く
25
歳
以
上
の
男
子
に
参
政
権

が
認
め
ら
れ
た
普
通
選
挙
法
の
改
正
を
は

じ
め
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

   “
人
の
役
に
立
つ
こ
と
”を
信
念
に
活
動

し
た
34
年
余
り
の
議
員
引
退
後
は
、
中
之

島
の
実
家
で
余
生
を
過
ご
し
ま
し
た
。庭

に
は
「
人
」
を
か
た
ど
っ
た
池
が
あ
り
、

四
季
の
移
ろ
い
と
と
も
に
眺
め
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。一
途
に
人
に
寄
り
添
っ
た

人
生
を
送
り
ま
し
た
。

●元気なつばめの子どもたちの様子をお届けします！
● 1833 年に創設された私塾「長善館」。革新的な教育を行い、
約 80 年の運営で約 1000 人の塾生を輩出しました。

なるほど 長善館
長善館史料館　☎0256・93・5400

つばめっ子今月の今月の今月の今月の

▶︎
長
善
館
門
下
生
の
一
人　

　

大
竹
貫
一
（
１
８
６
０
〜

　

１
９
４
４
年
）

▲大竹貫一記念館の庭にある
「人」をかたどった池。

燕市産業史料館
☎ 0256•63•7666
■入館料　
　　大人 400 円
　　高校生以下 100 円
　　※団体割引あり 
月曜日休館（祝日の場
合は翌平日休館）

踊
る
ファ
ウ
ヌ
ス
像（
ポ
ンペ
イ
）ス
プ
ーン

大河津分水が通水して 100 年の節目の日、分水中学
校の生徒による学習発表会と吹奏楽の演奏が行われま
した。学習を深めるほど、大
河津分水のもたらした恵みや
安心の偉大さを実感した様子。
これまでの感謝の気持ちを込
めた素敵なメロディーが大河
津分水に響き渡りました。

通水から 100年の日
大河津分水に感謝の想いを伝える
●８月２５日　大河津出張所前

「出張！ なんでも鑑定団」の公開収録が行われ、驚
きの鑑定結果に会場は大盛り上がりでした。番組は、
10月１日㈯の午後４時30分からNSTで放送されます。

あ
の
人
気
長
寿
番
組
が

や
っ
て
き
た
！

●
８
月
21
日　

燕
市
文
化
会
館

燕市PR大使の本
もと

宮
みや

宏
ひろ

美
み

さんが「ふるさとコンサート
2022」を開催。コンサートでは、大河津分水通水 100
周年の記念楽曲などを披露し、素敵な音色を奏でました。

笛ふ
え

人び
と 

本
宮
宏
美「
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
２
」

●
９
月
４
日　

燕
市
文
化
会
館　

◀︎「
踊
る
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
像
」の
ブ
ロ
ン
ズ

　
が
特
徴
的
な
ス
プ
ー
ン

大
河
津
分
水
通
水
か
ら

１
０
０
年
の
日

●
８
月
25
日　

大
河
津
出
張
所
前

通水 100 年の日。安心と豊かさをもたらした
大河津分水に「ありがとう」。後日開催された
大河津分水サンクスフェスタの様子はこちら▶︎

▲写真上がリニューアル前の資料
館。外観をそのままに平成14年に
全面リニューアル。

こちらのいちび通りが賑わいます！

安全安心を守る消防の仕事を学ぶことができる「消防
防災・救急フェア」が開催。多くの子ども連れが、ミ
ニ消防車の乗車や消火訓練を体験して楽しみました。

消
防
の
仕
事
を

楽
し
く
学
び
ま
し
た

●
９
月
10
日　

燕
市
産
業
史
料
館
駐
車
場


